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1(1)基本方針・基本設計コンセプト

■基

「」「遊」「防災」
兼ね備えた施設づくり

2
ライフサイノ

コス削減と長寿命化

敷地の有効活用

適切な施設ゾー

ニングと動線計画

至内空間の使い

すさ

災害発生時の機能

維持

さらなる賑わい

創出

0

0

観形成に寄与できる

公建築づくり

0

施設の玄関口となるエントランス空間の改良と共に、住民の憩いのとなるスヘ'ースの拡充
市のシンボルであり憩いの場である新川との一体的な施設づくりを計画。
施設利用の利便性や快適性及びアプローチの強化を図るために駐車場整備・
前面道路の拡張。

防災道の駅やちよ基本設計

道の駅りニューアルに伴い、活気のある施設づくりを目指す。
農産物直売所を始めとする各店舗の魅力を充分に引き出すゾーニング計画。
新川の景観を十分に取り込むと共に、特別な時間や非日常をゆっくり楽しめるレストラン
整備

24時間対応の防災便所(災害時にも対応可能な便所)及び授乳室の整備

来客者が利用しやすく、わかりやすい動線計画。
混雑時でも対応できるように搬入動線の工夫と強化。

省エネ建材の活用

省エネ対応

維持管理のしやすさ

整形で明快なプランと関係諸室の連携的な使用に十分配慮する。
適切な室形状と面を計画する。
木の温かみや香りに癒された非日常性を感じられる空問づくり

基本設計図書

安全性を確保する。(構造体Ⅱ類、建築非構造体B類、建築設備乙類)
ライフライン途絶時の機能維持の強化
広域的な防災拠点として必要なハード面の強化として、防災倉庫の整備、
臨時へりポートの整備

1.計画条件

機能的なフサイン

景観形成をり

する建築

計画地の軟弱地盤に対して適切な基礎構造及び外部空間の沈下・液状化対策を図る
材料製造時の炭素放出がすくない木材を利用することで環境への負荷低減を図る

使用材料全般にわたり、強度、耐候性、防汚性等、高い機能性を確保し、建物の
長寿命化を図る。
省エネルギー設計に努める。
日射、風雨等、自然環境が与える影を抑え、居住性の向上及び建物の長寿命化を図る
環境面と同時に、ライフサイクルコストにおけるパッシブデザインの有効性につい
ても検証する。

装飾性や流行にとらわれず、公共性の高い意匠を提案する。
威圧感を抑え、周辺地域の街並みとの融合を図る。
自然環境との親和性をテーマとした、温かみと持続性のある立面計画とする。

榎本建築設計事務所 基本方針・基本設計コンセプト 01
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(2)敷地現況図
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(3)現況写真

防災道の駅やちよ基本設計 基本設計図書
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1(3)現況写真
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長(1)計画概要

■地概要

建設地

敷地面積

法定建蔽率

法定容積率

周辺道路現況幅員

■法的規制

区域指定

用途地域

高度地区

日影規制

防火指定

地区計画

景観条例

リゾート地域

千葉県八千代市米本4905-1

1 5,069.32 rn2

70%(角地緩和あり)

200%

幅員20.1m 42条1項1号道路

都市計画区域

市街化調整区域

指定なし

指定なし

22条区域

指定なし

指定なし

指定なし

■ 要

主要用途

構造種別

建築面積

物販店舗・飲食店

既存棟 鉄筋コンクリート造

既存付属棟鉄筋コンクリート造

既存棟 1785.78r"2

既存付属棟 45.70m2

合計 2435.15m2

既存棟 1564.10rn2

既存付属棟 45.70rn2

合計 1895.75m2

既存棟・既存付属棟地上1階

既存棟 12.205m

延床面積

階数

高さ

■駐場要

第1駐車場

第2駐車場

防災道の駅やちよ基本設計

レストラン棟

屋根棟

レストラン棟

屋根棟

78台(大型車10台・普通車65台・身障者3台)

60台(EV車両用 1台含む)

基本設計図書

木造

鉄骨造

285.95m2

317.72岬12

レストラン棟

レストラン棟・

レストラン棟

屋根棟

2鉐.95m2

2.建築計画

屋根棟地上1階

5.765m

5.0706m

榎本建築設計事務所

外観パース

計画概要



1(2)配置計画

■建配

・既存施設の農産物直売所の売場拡大に伴い、

既存施設の西側に別棟としてレストラン

を増築します。レストランからは、新川

の景観を十分に取り込める計画とします。

既存施設と防災便所の間に屋根(庇)を

設置することで、雨天時でも気軽に利用

できるように計画します。

■駐車計画

・第1駐車場には、身障者駐車場を増設し

ハ、りアフリー化を進める計画とします。

前面道路の拡幅にともない、第2駐車場

の出入口を新設します。

第2駐車場は、 60台の駐車スヘ'ースを確保

します。その内 1 台をEV車専用充電スヘ'

ースとし、持続可能な低炭素なまちづくり

の実現に向けた取組に寄与します。

第3駐車場には臨時へりポートを設置で

きるスヘ'ースを確保する共に、砂利敷きの駐

車場から舗装駐車場へ整備し、利用しや

すいように配慮します。

旧浄化の解体後は、親子で楽しく
遊ぷことのできる芝生広場を計画
し、川辺と一体的利用を図る。

■その他

第1駐車場には混雑した場合を想定して、

臨時搬入用駐車場を4台確保します。

第2駐車場に車止め及びhーンにて規制範囲

を設定し、臨時搬入路を確保しました。通

常は60台駐車できますが、臨時搬入路を設

定時は、 47台になります。

芝生広場

防災庫

防災道の駅やちよ基本設計

散策・サイ刎ンゲ等を楽しむ憩い
場の新川。気軽に利用できる
ように施設からの動線を確保
できる施設計画とする。

ノ、ノ
ノ

貞

ノ

ノ

ノ

.申.■^

、

、

゛
1

イ

子、

、

第3駐車場

.

',.

、

i

、

レストランと並列で

屋外オープンデッキを設置。
階段形状で座るスヘ'ースを確保。

、

.

、

す

ノ

イ

基本設計図書

.

利用者出入口

利用者車両出入口

搬入車出入口

、

第2駐車場
60台(現状59台)

(臨時搬入路時47台)

活性化を図る。
臨時搬入ルートを確保し、混雑時にも対応
できるよう計画する。

,

▼

樹木を設置して通行の妨げと
ならないように配置。
一角には、芝の緑地帯とへ、ンチ
を設置し憩いの場を出。

.

巨■
■■

1.

凡例

^利用者線

利用者車両動線

搬入車両動線

配置計画

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

i

,0

ふれい広

※可動式

モ¥軍辱尾

'1

ゞ
ノ

ι

'亀・

蛮

しそず才
"

伽

防災便所

寺゛
巴

1

階段形状の広を計画する二とで日常的には
誰もがそこで時問を過ごすことができる広
でありひとたびイベントなどを開催すれぱ劇
場のような非日常のとして設定しています。

榎本建築設計事務所

卿
イノ

子供立ちがそべったり、
遊んだりできる緑地の丘
を計画

^

身陣者駐車場1台新

第1駐車場
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1(3)平面計画(既存施設)

■店舗のゾーニング

・農産物直売所の売場面積を拡大するために、事務室や便所スヘ'ースを移動。

賑わいの創出や各店舗の情報を広く共有でき、集客増加並びに相乗効果を高めるため、

店舗をまとめて配置。

各店舗に囲まれたホール2 にへ、ンチを設置して、ショ北゜ンゲモール化とする

24時間対応エントランスホールと風除室が交わる場所にインフォメーション配置し、視認性や利便性を図る。

⑯ 6i)(五)@⑧期 訂 X■ X9

5加0 1 6.b伽 1 50伽

Y9

Y8

5

打

2.5卯 2.500 2

'

少司1謡1躍,司,司,司▼司

UP

Y4

X6

5.ぬ卯

事務室
(売所用)

25伽 2.500

5

平面計画(既存施設)

^^

5.^

■農産物直売所の計画

・入口と出口を分け一方通行動線とすることで混雑時でもスムーズな買い物が可能

野菜や果物類は、入口から最も近い位置に配置することで、集客効果を高める

花屋は、上部から花を飾るなど目に留まる演出を計画

駐■

臨搬入口

▼

5.0伽

XI0

70.^】

防災道の駅やちょ基本設計

口

◎

5.伽0

時間調整

▼

/ 0
生花コーナー

X"

口

ーー新"ト^

授乳室

@

サッカー音

基本設計図書

塑

゛

レコ

凡例

・^,・

ー゛

事務室

司
臨時搬入ロロ

2.建築計画

自ドア

幼ン,ー

冷

撚

更衣室

利用者動線

搬入者動線

24時間対広エリア

冷埠

^■●

堂
罰■^

自動ドア

棚

更衣室

風除室

5.^

^利用者出入口

^搬入者出入口

口

X16

口口 口

麺店舗1・2の計画

・人気店アイスクリーム(店舗1)は、集客性が高い位置に配置し賑わいの演出を図る

・お土産・雑貨(店舗2)は、客がプレッシャーを感じずに店内を自由にまわれるこ

ができるようにレジカウンターを奥の位置に設置。

自動1'フ

店舗1

i

X17

5.卯0

、

2.6閲

ノ

X1θ

2.5卯

ノ

冷

男
便F

榎本建築設計事務所

総盤
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1(3)平面計画(レストラン棟)

皿木造計画

(1)省エネ材料の選定

・木材は、材料製造時の炭素放出量が鉄やアルミに比べると少ない。木材を利用

すれぱ環境への負荷を低減できる。木造を1とすると鉄骨造は2倍、鉄筋コ

ンクリート造は2.5倍の放出量である。放出量が少ない木造で計画します。

)温暖化抑制材料の選定

樹木がC02を取り入れ、酸素を放出して成長過程において多くの二酸化炭素

を吸収した機能は、木材になってからも炭素を固定(貯蔵)し続けます。

温暖化の抑制にもつながる木造で計画します。

^

ーーーー』^

Y4

、、、、

^
^

^
^

Φ

ーーー"^

匪木造の機能性

・癒し効果

木の柔らかさ、温かみ、香りは人の気分を和らげてくれる沈静作用がある

高い断熱性能

木は、鉄やコンクリートに比べて熱を伝えにくい特性があります。

健康空間を形成

木の香りの中には、消臭や防ダニ・殺虫・抗菌・抗カビ等の作用があります

また、りフレッシニ効果もあります。

優れた調湿効果

木は、湿度が高くなると湿気を吸収し、乾燥すると湿気を吐き出す調整機能

を持っています。

バランスよい音響効果

木は、音をバランスよく吸収する特性を持っています。

、...、.

1,

11

X4

30 000

大きな開口部を設け、新川の観
を十分に取り込めるように計画

防災道の駅やちよ基本設計

ハ'"ヤート
16.50rず,2

1.関0

便

5.伽0

之.4伽

3.卯h、

1.300

バ"ヤードスヘ'ースを確保し、

業務の効率化を図る

基本設計図

房
0.75π'2

木の温かみや香に癒され、非日常性
を感じ取れるレストランを計画

'、

レストラン
席

計231 2B",?

調理のライブ感を提供できる
オープンキッチンを計画

書

2,建築計画

ソ

+250

5.伽0

甲10.000

口

5,000

屋根付の屋外オープンデッキ
段差形状部分に座りながら新川の

1 "'、、
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を楽しむ場を提供
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1(4)外装計画

■外装計画

・環境との融合に着目した機能性と持続性を表象することにより、景観形成をりード

する公共建築を計画します。

圧迫感を抑え、周辺地域の街並みにとの融合を図ります。

自然環境との親和性をテーマとした、温かみと持続性のある立面計画とします。

■使用材料

既存設棟

・外壁材は、コンクリート打放のままとし、吸水防止剤塗で再塗装とします。

・屋根は、防水性能が特化した塗膜防水で防水層を形成し、上塗材は、耐久性・

耐候性の高い塗料で計画します。

・アルミザカは現状のままで、ガラスを複層ガラスへ交換し、断熱性能を向上させる

と共に空調負荷の低減を図ります。

・トップライトは、法的規制・機能性・コスト面等を考慮して改修方法を比較検討

し決定いたします。

根(庇)棟

・外部露出する柱は、耐候性が高い溶融亜鉛メッキを計画します。

屋根は、防水性能が高い高強度ウレタン・ゴムアス複合塗膜防水で計画します。

屋根部分には、20KW相当の太陽光ハ'初を設置し、創エネルギーを導入します。

レストラン棟

・屋根・外壁は、ニッケル・モリブデンフリー省資源型高耐食塗装ステンレス鋼板

を使用し、建物の長寿命化を図ります。

一部外壁材に、セメントの質感を生かした無垢の建築素材を使用し、自然素材と

調和しながら人とともに時間をきざめる建材を選定します。

屋根・外壁面には、外断熱仕様とし、空調負荷の低減、高断熱化を図り省エネに

寄与します。

ガラスは、複層ガラスを選定し、断熱性能を向上させます。

■トップライト改比較検

・現状のトップライトは、漏水箇所が見られ、改修が必要な状況である。

また、施設運営側では、夏場、日が当たって施設運営に支障がありとの

意見がある中で改修方法について検討を行った。

防災道の駅やちょ基本設計

樗煙面猪(0.6879×1.02)=0.7016,"2/窓

0,7016,"2×30窓=2t.048,Y、2

アルミ笠木

排煙FIX

イメージ図

A案

基本設計図書

既存鮫骨

外装計画

候蛭面積

WI020 XH687.9 ×30窓

既存鉄骨部を残し、トッフ'ラ什を

新設。法的必要な排煙面は、

小限に抑え、それ以外は

すべて FIX のア見ミハ'祁で計画。

既存飲骨

改修概要

【0. B402冥 1.07)雫0.8朗'"2ノ窓

0,899,"2 × 17窓=15.2ヨ3m2

排煙

B案

2.建築計画

FIX

既存鉄骨

既存鉄骨

WI070X H840.2 × 17窓

既存鉄骨部を残置し、"プラ什を

新設。法的必要な排煙面は、

小限に抑え、それ以外は

すべて FIX のアルミハネルで計画。

匠性

排煙価積

現況形状のデザインを継承

する形で改修

排煙

機能性

(f,01 試 1.07)=1.0肋7M2ノ窓

1.帖mrn2× 15窓=16.21帖,n2

C案

アルミハ柳で日差しを遮ること

は可能だが、断熱性能が劣る

板金

コスト

総評

板金

既存鉄

97,275,000円

X

0

ミ角形状を取止めした

改修であるため、現況

のデザインと異なる

既存蝕

WI070X川010X 巧窓

既存鉄骨部を残置し、トッフ'ライトを

新設。法的必要な排煙面積は、

小限に抑え、それ以外は、

ステンレス鋼板で計画。

排煙

△

ア鳥ミハ'柳で日差しを遮ること

は可能だが、断熱性能が劣る

榎本建築設計事務所

X

△

51,341,000円

△

現況形状のデザインを継承
する形で改修

ステンレス銅板で日差しを遮る

ことが可能で、ステンレス鋼板裏

に断熱を組込み事が可能

△

0

33.329,000円

0



1(5)内装計画

■ぬくもりがあり、維持管理がしやすい内装

(1)既存施設棟

・内装材は耐久性・更新性があり、維持管理しやすい材料を選定します。

使用材料はシックハウス対策に配慮した材料を選定します。

エントランスホール(24時間対応)、農産物直売所(一部)は、天井面1

天然木を採用することで、自然素材のぬくもりに包まれた親しみやすく

居心地の良い空間を計画します。

便所等の水回りには掃除がしやすい壁材を採用します。

床材は、木の温かみや味わい深く古き良き空間を演出するため、フロー

リング材を選定します。

生花コーナーは、上部から花を飾るなどで目に留まる演出を計画します

レストラン棟

内装材は耐久性・更新性があり、維持管理しやすい材料を選定します。

使用材料はシックハウス対策に配慮した材料を選定します。

木造の構造体(CLTハ'ネル)を露出することで木の温かみを感じ取れる空間

を計画します。

内部柱(樹柱)は、木の枝をイメージしたデザインとし、空間の華やか

さと樹柱ごしに見える新川との一体的な空間を演出します。

また、樹柱そのものが構造体として屋根面を支える計画とします。

厨房の内装は、ステンレス貼りを選定し、メンテナンスや日々の}

等に配慮します。

ユンウ1」ートキ女'、
吸水防止剤建

防災道の駅やちよ基本設計 基本設計図書

鉄部、

2,建築計画

、、、

、、、

、、

CLTハ柳

'

既存施設棟内観パース

榎本建築設計事務所

'

レストラン棟

内装計画

内観パース
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1(6)サイン計画

■誰にでもわかりやすい、ユニバーサルデザイン

・サインの形状、記号、書体、色彩などのデザインを統一し、来客者が認知しやすく目的の場所

に誘導されやすいデザインとします。

・周辺案内、敷地内案内、建物案内、各店舗案内へと、案内内容を面から点へ階層的構成し、

来客者を円滑に誘導するサインシステムとします。

・サインに標記される言語は、臼本語以外の多言語化への対応も検討します。

・直感的にわかりやすいピクトグラム(絵文字)を取り入れたサイン計画とします。

・視覚障害者が施設内部の情報を的確に把握できるように点字による表示を行います。

・総合案内を来客者入口から視認できるインフォーメーション付近に設置し、よりわかりやすぃ施設案内を

計画します。

・施設内の掲示板や大型モニターで防災機能や災害時の役割、自主防災に関する情報等を発信し、

防災啓発を図ります。

段階的誘導サインシステム

①周辺案内サイン

周辺のエリア情報を

案内する。

サイン名

②建物等案内

建物・駐車場の方向、入口

を案内する。

MAP

■情報発信できるデジタルサイネージ(電子掲示板)の活用

デジタルサイネージ(電子掲示板)を活用し、農業の取組や生産者の紹介などを情報発信し

農業に関する関心を深められるように計画します。

災害時には災害情報の提供を行えるシス私として、安心・安全を得られる計画とします。

ボスターや広告物をデジタルサイネージ化することで、掲示スヘ゜ースの低滅、美観の維持に配慮

する共に、最新の情報が一早く来客者へ伝わるように更新性の向上を図ります。

周辺
案内図

エリア内の主な
建物名一覧

③建物名サイン

建物名称・入口・駐車場の

位置、アクセスを案内する。

建物・駐車場

矢印サイン

防災道の駅やちよ基本設計

MAP

・生浩、広報、安全、規制、イベント情報を告知する。

・生浩板、看板、点字

建物配置図
,入口位置

八千代ふるさとステーション

④総合案内板

建物内の用途、全諸室構成・フロア

情報を案内する。

ノ

基本設計図書

フロアー

情報

2.建築計画

設置階平面図

<デジタルサイネージ>

・農業の取組

・農家(生産者)
の紹介

・防災情報

建物名称

店舗名等

店舗内の情報(コーナー)を案内する。

5各店舗内掲示板

⑦規制・イベント情報掲示板・広報サ

大型モニター

コーナー名

ピクトデザイン

写真などで直感

的な表現

⑥便所・授乳室・諸室サイン等

モニター

榎本建築設計事務所

囿團固圓
ロロ圃■

サイン計画
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道の駅やちよ・八千代ふるさとステーションのリニューアルによる 

「さらなる賑わいの創出」等を図るための運営方針（案） 
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１ はじめに 

  令和４年３月に策定しました「防災道の駅やちよ整備コンセプト」及び「防災道の駅 

やちよ整備計画」では，防災道の駅として必要となる防災施設の整備や施設のリニュー 

アルを行うこと。また，平常時の活性化・賑わいの創出として，「農」，「遊び」，「防 

災」をコンセプトに「行ってみよう！」と思う「防災道の駅」を目指すことを位置付け 

ました。 

 その後，上記コンセプト・整備計画に基づき，防災施設の整備・平常時の活性化・賑 

わいの創出を図るための，ハード面を取りまとめるため，基本設計を進め，令和５年１ 

０月に完了したところです。 

 この運営方針は，リニューアルを行う，道の駅やちよ・八千代ふるさとステーション

を中心に「さらなる賑わいの創出」を図るため，ソフト面の方策を取りまとめるもので

す。 

 

２ 「道の駅」について 

  「道の駅」の制度が創設されて以来，四半世紀が経過し，「道の駅のステージ」が次 

のように変遷してきています。 

⑴ 第１ステージ（1993～） 

  「通過する道路利用者へのサービス提供の場」 

⑵ 第２ステージ（2013～） 

  「道の駅自体が目的地」 

  地域の創意工夫により，道の駅自体が観光の目的地や地域の拠点に発展 

⑶ 第３ステージ（2020～） 

  「地域創生・観光を加速する拠点」 

 ① 各「道の駅」における自由な発想と地元の熱意の下で，観光や防災など更なる地 

方創生に向けた取り組みを官民の力を合わせて加速 

  ② 「道の駅」同士や民間企業，道路関係団体等との繋がりを面的に広げることによ 

って，元気に稼ぐ地域経営の拠点として力を高めるとともに，新たな魅力を持つ地 

域づくりに貢献 

    「道の駅」を世界ブランドへ 

    ・ インバウンド観光への対応強化 

    ・ 周遊交通の機能強化    等 

    新「防災道の駅」が全国の安心拠点に 

    ・ 広域防災の機能強化 

    ・ 地域防災の機能強化    等 

    あらゆる世代が活用する舞台となる地域センターに 

    ・ 子育て応援の強化 

    ・ 民間タイアップの強化   等 
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３ 防災道の駅やちよコンセプトについて 

道の駅やちよ・八千代ふるさとステーションのリニューアルについては，平常時の活

性化と災害時の防災機能強化を図るための重要な要素として以下の３つとしています。 

⑴ 「道の駅やちよ」でこれまでも農産物直売や酪農加工品の提供，体験農場等の取組 

を通じて好評を博され，市の重要な産業の一つである「農」 

 ⑵ 新川の遊歩道や桜並木等の市のシンボルであり憩いの場である観光資源や，道の駅 

での買い物やグルメ，学びの場等の「遊び」 

 ⑶ 災害時には広域的な防災拠点としても道路利用者・「道の駅やちよ」利用者の安心 

拠点として機能する「防災」 

   「農」，「遊び」，「防災」の３つの要素を兼ね備え，「行ってみよう！」と思う「防 

災道の駅やちよ」を目指します。 

 

４ （仮称）道の駅やちよ周辺地区活性化計画（案）について 

  防災道の駅やちよ・八千代ふるさとステーションのリニューアル整備においては，農

林水産省所管の農山漁村振興交付金の活用を予定しています。 

  交付金の申請に当たり，（仮称）道の駅やちよ周辺地区活性化計画（案）を作成して

いるところですが，その事業活用活性化計画目標は，「農林水産物等の販売・加工促

進，農観連携・グリーンツーリズムの促進」とし，道の駅やちよ・八千代ふるさとステ

ーションの一部老朽化・機能不足の改善及び施設空間の整理・拡大，狭隘化している地

域農産物販売面積の拡充を行い，合わせて農業関連イベント等の拡充を図り，交流人口

の拡大並びに農産物等の販売促進・認知度の向上を図るとしています。 

 

５ 基本設計について 

  令和５年１０月に完了した基本設計では，単なる防災施設の強化整備のみではなく， 

平常時の「さらなる賑わいを創出」するため，開設から約２６年が経過し，設備等の著 

しい劣化や老朽化，狭隘化などの課題への対応を図りました。 

  具体的な「さらなる賑わいの創出」を図るための対応としては，狭隘化が著しい直売 

所スペースの拡張や現在のレストランスペースを新店舗可能箇所とすることに伴う，新

川側へのレストラン部分の増築，ピロティの室内化を図りエントランスホールとするこ

となど，レイアウトの大幅な変更を行いました。 

  また，外構としては，ふれあい広場や屋外オープンデッキ，広場，ベンチなどを設け 

ました。 

 さらに，今後，八千代橋水辺拠点の整備では，川辺に芝生の広場を整備する予定とし 

ています。 
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６ 「さらなる賑わいの創出」に係るターゲットについて 

さらなる賑わいの創出を図るに当たり，平日と休日に分けてより具体的にターゲット 

を検討します。 

 現状では，平日は約１０～２０名の方が開館するのを待っている状況ですが，休日と 

なると，特に３連休などはイベントが無い場合でも約１００～１５０名の方が開館待ち 

をしており，平日と休日の差が著しいと言えます。 

⑴ 平日のターゲット 

平日は，ファミリー層や観光客などの市域外の来館者を見込むことは，難しいこと 

から，就学前の乳幼児・幼児を連れた子連れの保護者の方やマダム（子育て中ではあ 

るが，手のかからなくなった主婦層・子育てが終わった主婦層），定年退職された中 

高年・高齢者の方，道路利用者（ドライバー）の方などの利用促進を図る必要があり 

ます。 

⑵ 休日のターゲット 

  平日のターゲットに加え，ファミリー層や市域外の来館者の利用促進を図る必要が 

あります。 

 

７ 「さらなる賑わいの創出」の方策について 

  現在，道の駅やちよは，指定管理者制度を導入していますが，今後，新たに指定管理 

者の公募を行い，「民間事業者が他の道の駅で得た成功ノウハウ」と「約２６年間，道

の駅やちよを運営してきたノウハウ」が「シナジー効果」を起こし，「やちよらしさ」

がより洗練されることを狙っています。 

 また，道の駅やちよは，事業領域が農業・商業・観光など多岐に渡るため，市の内部 
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の連携・一体化はもとより，指定管理者との信用と信頼を基盤として，利用者ニーズを 

的確に把握し，その対応を図る連続的・継続的な努力と，きめ細やかなサービスを提供 

し続け，進化し続ける「道の駅やちよ」となる必要があります。 

 

 ⑴ 施設全体として 

 〇 施設のすべての機能を融合し，一体化した管理運営を行います。 

〇 施設全体として，統一的な魅力を発揮します。 

 〇 一元的に対応可能な体制を構築します。 

〇 独自性を発揮し，ここにしかない価値を提供します。 

〇 他の道の駅にない上質でセンスの良い空間と接客をします。（接客の教育体制を 

整え，定期的な研修の実施。質の良い接客・居心地のよいサービスの提供・ゆった 

りと過ごせる心地よい雰囲気） 

  〇 年間を通して様々な魅力的なイベント・講座等を開催し，道の駅が目的地となるこ 

とを目指します。（例：定期的な朝市の開催（施設全体で） 等） 

〇 各施設で評判となるメニューを提供します。（加工品・アイス・レストランメニ 

ュー・八千代橋水辺拠点等で食するテイクアウトメニューの開発） 

〇 自動車運転の休憩，トイレ利用，新川散策などを来館のきっかけとして，何度で 

も来たくなるような，リピーターとなる仕掛けを検討します。 

〇 国道１６号線沿いという立地条件の良さ及び利用者の多様なライフスタイルを勘 

案し，より多くの利用者ニーズに対応する開館時間の設定を検討します。 

⑵ 農産物直売所スペースについて 

  〇 新鮮な農作物の見せ方・商品の陳列場所・陳列方法・ディスプレイ（ポップ 

等）・デジタルサイネージを使用するなど，最大限配慮し，来館が楽しくなる・ま 

た来たくなるようにします。 

  〇 「やちよらしさ」の表現の一つとして，八千代市産の農産物（農家さんが直接持 

ってくるもの。）については，引き続き，「コンテナ」での商品陳列を行います。 

〇 生産者を感じる・知ることができる工夫をします。（例：生産者の紹介をデジタ 

ルサイネージでするなど。） 

  〇 生産者と購入者との接点をつくります。（例：生産者自身が育てた農産物の試食 

コーナーを行うなど。） 

  〇 試食を定期的に行います。 

  〇 デジタルサイネージ等で，来館者に地元産の新鮮な農産物の良さを伝えます。 

〇 食べ方の提案・レシピ紹介・生産者ならではの調理レシピ等の付加価値情報を提供 

します。 

  〇 料理等の体験イベントを行います。 

  〇 八千代市特産品コーナーを設けることや，千葉県産にこだわった品を揃えます。（商 

工会議所との連携等） 
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 〇 農家さんや地元の方が作った味噌や豆腐，赤飯などの加工品の販売に力を入れます。 

  〇 宅配対応の充実を図ります。 

 ⑶ レストランについて 

  〇 特別な時間，非日常をゆっくり，楽しんでいただけるようにします。 

〇 地元産を主体とした食材でメニュー化を図り，旬の食事をその場で提供します。 

〇 八千代市あるいは千葉県の素材を多く使用した特色のある飲食を提供し，「道の 

駅やちよならでは」「ここにしかない」「今しかない」新鮮さや特色を活かしたメニ 

ューの充実・開発を図ります。 

  〇 他の道の駅では，目玉となるメニューが手ごろな価格帯で提供されており，話題 

となっていることから，地元を中心に生産された農産物等を使用した「映える」メ 

ニューを開発します。 

  〇 料理に使用している農産物の情報を併せて発信するなど，興味を持ってもらえる 

ようにします。 

 ⑷ 店舗３・エントランスホールについて 

   店舗３とエントランスホールについては，指定管理者の提案による「さらなる賑わ 

いの創出」が図られる利活用を期待しています。 

⑸ その場で食するテイクアウト商品について 

〇 市内外の来訪者が気軽に食べられる特産品を使ったテイクアウト商品の開発・販売

をします。（おにぎりセット・ランチボックス・サンドウィッチ 等） 

〇 地元の食材を活かした片手でも食べられるような商品の開発・販売をします。（カ 

ップに入れた梨・落花生・枝豆・さつまいもスティック・漬物・みそきゅう・なすの 

漬物 等） 

⑹ 外構・八千代橋水辺拠点について 

〇 ふれあい広場等で，適宜，イベントの開催検討・実施します。 

〇 八千代橋水辺拠点で大規模なイベントの開催検討・実施します。（年に最低４回以上） 

〇 八千代橋水辺拠点の利活用として，手漕ぎボート・スワンの貸し出しを検討します。 

〇 レンタサイクル・シェアサイクルを継続します。 

〇 サップやカヌーの体験教室などを行います。 

〇 季節折々の花を植えるなど，来館する楽しみを高めるような工夫をします。 

⑺ 情報発信について 

〇 出入口正面に配置されるインフォメーションカウンターを中心に，道の駅やちよ

の情報・地域情報・広域的な観光情報はもちろんのこと，地域資源への誘導・市内

周遊の促進に繋がる情報発信を行います。 

〇 インターネット等を活用した情報発信等の強化・充実を図り，また，実施した情

報発信等の効果を分析し，戦略的に展開します。 
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８ サウンディング型市場調査結果について 

  令和５年８月から令和５年１０月にかけ，民間事業者との対話を通じ，様々なアイデ 

アやノウハウ等を活かした施設の有効な活用方法や市場性の把握，諸条件の整理を行う

ため，「道の駅やちよ・八千代ふるさとステーションのリニューアルに係るサウンディ

ング型市場調査」を行いました。 

 その結果，民間事業者からは，当該施設は立地条件や人口などから，潜在的な可能性

が非常にあること。また，この度のリニューアル整備により，さらに魅力が高まるとの

意見をいただいています。 

 しかしながら， 

 

９ 設置管理条例について 

  「さらなる賑わいの創出」について，施設全体・各施設等での取り組みの方向性を示 

してきましたが，現在の道の駅やちよ・八千代ふるさとステーションの設置及び管理に 

関する条例では，「市は，農業の振興を図るとともに，市民，農業生産者及び商工業者 

相互の交流を深めるため，八千代ふるさとステーションを設置する。」としています。 

 「さらなる賑わいの創出」を図るに当たっては，次の先進道の駅の設置管理条例のよ 

うな条例にし，取り組んでいく必要があります。 

 また，各施設の事業者が，市に使用料を納付し，施設を使用するテナント方式を採用 

していますが，今後は利用料金制（売上の一部を指定管理者の維持管理運営費とするこ

とができる。）に変更し，関係者全員（市・指定管理者・各施設の事業者等）が利益と

リスクを負い，全力で「さらなる賑わいの創出」に取り組み，一体的・統一的な魅力を

発揮していく必要があります。 

 

＜先進事例＞ 

市町村名 施設名 内容 

 八千代市  八千代ふるさとステーション 

 市は，農業の振興を図るとともに，市民，農業生産

者及び商工業者相互の交流を深めるため，八千代ふる

さとステーションを設置する。 

 鳴門市  鳴門市道の駅くるくるなると 

 道路利用者の利便性の向上，地域情報の発信等によ

る市民と来訪者との交流の促進，地域産業の振興及び

賑わいの創出並びに地域の防災機能の充実を図るた

め，鳴門市道の駅「くるくる なると」を設置する。 

 石巻市  石巻市道の駅 上品の郷 

 道路利用者への良好な休憩の場を提供するととも

に，地域資源の有効活用と地域産業の活性化を図るた

め，交流と賑わいの場として，石巻市道の駅「上品の

郷」を設置する。 

作成中 
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 藤岡市  ららん藤岡 

 人と地域の活性化を促進し，にぎわいとやすらぎの

機能をあわせもつ交流空間として，ららん藤岡を設置

する。 

 鋸南町 
 鋸南町都市交流施設 

 （道の駅保田小学校） 

 道路利用者の利便に供し，本町の農水産物及び地域

特産品の紹介，販売並びに地域情報の発信を行い，都

市と農山漁村の交流を促進するとともに，町民，町民

団体，農林水産業，商工業，観光業相互の連携による

産業の振興及び地域の活性化を図るため，鋸南町都市

交流施設を設置する。 

 八王子市  八王子市道の駅 

 道路利用者への良好な休憩の場の提供，地域情報の

発信等により市民と来訪者との交流を促進するととも

に，農産物等の地場産品の販売による地域産業の振興

に資するため，八王子市道の駅を設置する。 

 前橋市  道の駅まえばし赤城 

 道路利用者への良好な休憩の場の提供，地域情報及

び観光情報の発信，地場産品等の販売及び防災施設の

設置を行うことにより，道路利用者の利便性向上，交

流人口の拡大及び防災機能の確保を図り，もって地域

の活性化に寄与するため，本市に道の駅まえばし赤城

を設置する。 

 

 

10 「さらなる賑わいの創出」に係るその他の事項について 

令和４年３月に策定した「防災道の駅やちよ整備計画」では，平常時の賑わいの創 

出「行ってみよう！」と思う道の駅を目指し，家族の一員でもある愛犬を連れてのド 

ライブの休憩時や，災害時に飼い主がペットと共に避難した際に，愛犬が自由に走り 

回れるドッグラン等の整備を図ることとしています。 

しかしながら，ドッグランの整備場所の検討・確保やスケジュールの課題などか 

ら，この度のリニューアル整備には含んでいないため，今後，引き続き，整備に向け 

事業を進めてまいります。 

 

11 リニューアル工事期間中について 

  リニューアル整備の今後のスケジュールについては，令和６年度は実施設計，令和７ 

年度に工事着手，令和８年度にリニューアルオープンを予定しています。 

 令和７年度からのリニューアル工事は，床や内壁，サッシ等の内装全般及び空調設備 

の改修など，大規模となることから，農産物特産物展示販売場，アイスクリームファク 

トリー及びレストラン等の営業は，工事期間中行うことができません。 

 工事期間中，営業・販売できないことは，農産物の減産，ひいては離農へ繋がる可能 



8 

 

性があること。また，生乳は日々生産され，その販路が必要であることなど，生産者の 

生活に直結することはもちろんのこと，農業振興の妨げとなります。 

 このことから，リニューアル工事期間中は，やちよ農業交流センターの諸室利用及 

び，ふれあい広場（芝生広場）に仮設店舗を整備（リース）し，営業を継続します。 

 

 

 


